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本書は
，２期６年にわたって鳴門教育大学の学
長を務められた溝上　泰氏の退官を記念して編ま
れた論文集である
。氏の学長としての６年間は，
文字通り国立大学の大転換の時期に当たり
，激務
の連続の日々であったと思われる
。そのなかで，
氏は終始一貫して教員養成のあべき姿を追究さ
れ
，当面する教育課題への対応と教員の匚確かな
学力｣の育成の道筋を示そうと努力された
。
その氏の熱意を受けて総勢32名もの研究者が本
書に結集している
。まさに圧巻である。それは次
のような章と執筆者によって構成されている
。
Ｉ　社会科教育実践学とは何か，なぜ社会科教育
実践学か(溝上　泰)
Ｈ　社会科教育実践の理念と成果
(片上宗二
，二谷貞夫，池野範男，岩田一彦，
濱口恆一郎，木村博一，原田智仁，三浦軍三，
市川　博)
Ⅲ　社会科教育実践の理論と方法
(加藤寿朗
，北　俊夫，草原和博，梅津正美，
西村公孝
，中村　哲，小原友行，山本友和，坂
田大輔
，棚橋健治，早川和美，野々村拓也,)
IV　国際理解と社会科教育実践
(魚住忠久
，米田伸次，鴛原　進，有森　歩)
Ｖ　生活科・総合的な学習の時間と社会科教育実
践
(谷川彰英
，小西正雄，久野弘幸，稲井智義)
Ⅵ　社会科教育実践学の課題と展望
(中野重人
，ウォルター・Ｃ・パーカー )
ところで
，変化の激しい時代を迎え，近代的知
の再検討が求められている現在
，どのような教師
像と資質・能力を構想すればよいのか。それがい
ま
，教師教育の新しい課題となっている。この時
代的要請を受け，溝上氏は，社会科教育実践学の
星 村平 和
(国立教育政策研究所名誉所員)
構築を目指したのである。
本書の巻頭論文において
，氏は，まず教養審の
いう「実践的指導力」に着目し，それをめぐる先
行研究を整理する
。そして，シューマンの匚知識
と授業
」の見解を手がかりに，理論と実践の関係
性を考究し
，そのなかから「‾実践の見識」を導き
出す
。それは，授業を構成する基本的要素と社会
の変化に対応した新しい観点による内容選択によっ
て保証される
。この「‾実践の見識」とは何かを明
らかにすることが
，社会科教育実践学の構築への
方向を示すことになると提言するのであるＯ
この氏の構想は
，すでに鳴門教育大学の教育改
革のなかで具現化されており
，その一部は，本書
の中野論文において紹介されている通りである
。
なお
，本書の各論文は，各章の大テーマに基づ
いて
，執筆者の問題意識と研究領域をふまえて論
述されている
。その詳細を紹介することはできな
いが
，それぞれ読者を刺激するところ大である。
いま
一つの本書の特色は，溝上氏の研究者とし
ての人脈の広さである
。寄稿者として，全国社会
科教育学会長の片上宗二氏
，日本社会科教育学会
長の二谷貞夫氏
，社会系教科教育学会長の岩田一
彦氏
，日本公民教育学会長の三浦軍三氏，日本グ
ロ
バール教育学会長の魚住忠久氏，日本国際理解
教育学会長の米田伸次氏
，日本生活・総合的学習
教育学会長の谷川彰英氏など
，関連学会の会長の
名が見える
。加えて，ワシントン大学のウォルター・
Ｃ
・パーカー教授も論文を寄せている。その点で
も異例ずくめの論文集といえるのであるＯ
社会科教育に携わる多くの教師，研究者に一読
をすすめたい。
いま溝上　泰氏は
，国立大学法人広島大学監事
として
，新しい大学運営に力を注いでおられる。
氏のますますのご活躍をお祈りしたい。
－83－
